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３ はじめの言葉 

 
 
４ 情報音痴のおかげで 

既得権者はやりたい放題             田原文夫 

世論を二分した TPP 問題である。与党野党も党内を二分した。経済団体では、賛否を

賛成の経団連、反対の JA 全中という形で二分して見せた。日本の貿易額が GDP のどれ

くらいを占めるかを知らずに「貿易立国日本」と考えている国民が多い。日本の食糧自給

率を知らずに、あるいは確かめることなく「自給率を挙げろ」という。日本の物価水準を

考えることなく、デフレが問題だと大騒ぎをしている「デフレ不況論」の国民も多い。コ

ンピュータの保有台数は世界第二位の情報処理大国だと言いながら、基本情報の不足が甚

だしいようだ。コンピュータの保有台数／パソコン普及率が、決して情報処理力／情報活

用力の強さを表すものではないことを証明している。余計な情報は知っているが、肝心な

情報は知らないということらしい。そうした国民の情報音痴を隠れ蓑に既得権益者は悠々

自適である。大震災後、全国民が注目した電力問題である。円高だと騒ぐ日本も、ウォン

安で苦しむ韓国も、同じ原油を輸入していながら日本の電力料金が韓国の 2.5 倍だという

事実を不思議だと思わない日本国民。電力の既得権益者のやりたい放題のままである。 

 

 

１０ 情報社会を考える その１5 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

必要な人材が社外にはいるが社内にはいない、という恐ろしい事態を日本は迎えている

ようだ。特に情報システム部門の人材不足が甚だしいという指摘がある。企業等ユーザー

組織内部のアプリケーションについては、かなりパッケージシステムが出回っているが、

個別のユーザー組織を越えたシステム開発となると、かなり力量のあるシステムエンジニ

アが必要だ。力量の中には、対象となる社会のニーズを鳥瞰俯瞰的に看破する世界観が含

まれる。情報社会に貢献するには、一に人材、二に人材、三に人材である。 
 

 

１４ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 10        水田 浩 

東日本大震災によって、多くの国民資産が瓦礫と化してしまった。その中には、多くの

政府、地方自治体が管理／保有している建造物も含まれている。早くも民間企業では復旧

復興をかけての作業が進められている。民間ベースの建造物については無理としても、公

的機関の復興建造物の再建には何としても M-BIM 思想に基づいたアプローチをしてもら

12 
２０１１ No.687 

 



WebCR2011/12                                             WebComputerReport 

WebCR2011/12                                             WebComputerReport 
 

2 

いたい。M-BIM ベースで作業を進めることは、企画立案／計画／設計／施工／維持・保

守管理そして廃棄までの一連の作業を通じた生産性向上、品質向上が実現できる。合わせ

て、そのプロジェクト遂行を通じて培われる創造的ノウハウ、知的集約作業の蓄積は、近

未来の輸出産業に通じる。「災い転じて福となす」の例え通り、東日本再建プロジェクト

は、日本再生プロジェクトのシナリオに直結してもらいたいと願うばかりだ。それを実現

する M-BIM のガイドラインを示してみたい。 

 

 

１９ 連載 アーキテクチャ論 （8） 

TOGAF その 2                   山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 
本稿では、前回紹介した TOGAF（The Open Group Architecture Framework）のアー

キテクチャ開発手法 ADM（Architecture Development Method）のプロセスと技法につ

いて説明する。 
 
 

３０ Android 端末周辺を検証せよ   

データ管理はどこまでできているか                aism 

直接エンドユーザーが操作する端末マシンであるだけに Android OS フォンやタブレッ

ト PC が注目されているが、実際にはこれら端末マシンがアクセス可能なデータ管理がど

こまでできているか、セキュリティ対策がどこまで行き届いているかが要の問題である。

データベースの統合化を果たし、データの一元管理化を図ることで、セキュリティ対策は

どれだけ推進できるか、業務監査の観点から今一度見直してみるべきだろう。 

 
 

３４ 続インテリジェンスへのいざない 24 

リーダーシップもコンセンサスもとれない悲劇         今井 武 

長年にわたる有価証券報告書への虚偽報告、経営者の無謀な資金引出しなど大企業の不

祥事が明るみに出ている。一方、TPP 交渉への参加をめぐっては政権中枢までが大混乱を

見せている。リーダーシップの問題か、コンセンサスを得るための情報発信不足の問題な

のか。いずれにせよ、情報の隠蔽／改竄、説明情報の不足がもたらす結果は深刻である。

むやみな情報コントロール（操作）は、さらに悲惨な結果を招く。既得権益を壊すことが

政権交代の最大のクライマックスであるはずだが、どれだけの効果が期待されるだろうか。 

 

 

３７ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第２７回 サイバー攻撃に 

無頓着な政治家・官僚の責任             根本忠明 

日本の国会議院がサイバーテロ攻撃を受けた。それへの対応の鈍さは世界のトップレベ

ル。とてもではないが、コンピュータ保有規模世界第二位の国のものではない。政治家、

官僚など日本政府中枢の情報管理リスクに対する意識の低さが改めて露呈された。 
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４０ ものの造れる日本再生に向けて 

   第二／第三の創業へ                     Dr.ベスト 

第 3 回 製造業を中心とする日本産業の再生 

抜本的かつ根本的な製造システムの見直し改革の必要性は、鉄鋼業だけではない。他の

金属関連・石油化学関連・製紙業はじめ多くの製造業において存在する。日本の殆どの製

造設備（プラント）は数十年を経ており、奇しくも超円高情勢の中で、海外へ移転するの

ではなく、その更新時期に合わせて抜本的／根本的な製造システムの見直し改革を通して、

コストや品質の優位性を取り戻し、再び Japan as No.1 への道を進むべきであろう。  

 

 

４３ 一味違うウェブ検索 

  第十七話 反意語・対語を利用し 

プラスαの情報を入手する     ぐぅのうぇぶへい 

シソーラスに関する情報検索法は、検索内容をなお一層深掘りしていく場合に便利である。

今回は直接提供されていないプラスα情報を得ることが出来る、反意語・対語に注目してみよ

う。 

 

 

４５連載 ことわざ笑タイム               すぎやまチヒロ 
 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
WebCR 編集部からのお知らせ 
本誌に連載／掲載されている記事に関するご質問、ご意見をお待ちしております。何で

も結構ですので、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。 
さらに詳しい内容をお知りになりたい方には、本連載執筆者による講演／勉強会方式に

よる準備もしておりますので、今後のシステム開発案件にお悩みの方は、是非ともこのチ

ャンスをご活用下さい。 
cr-info@jmsi．co．jp 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 WebCR 萬相談 

●ただ今現在、ERP パッケージを活用中で、パッケージに合わせた業務プロセス改革

をしているが、自社独自の戦略に基づいた業務プロセス改革をしたいと考えている組織。 
●ERP パッケージ活用から撤退したいと考えている組織。 
●基幹系情報システムのシステム構築をアウトソーシング企業に依存しているが、現状

システムの見直し点検をしたいと考えている組織。 
●自社の情報システム要員を育成したいと考えている組織。 
●データベースの統合化設計を考えている組織。 

  

http://www.jmsi.co.jp/ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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＜付＞記者とうまく付き合う十六の鉄則（まとめ）
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